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上記 in vitro系の解析や in vivoでの観察から提唱した。他方、この変換を可能にする濃度域への
細胞質 Ca2+濃度調整が、細胞膜からの Ca2+流入で引き起こされることを、(1) 仮足形成部位では
Ca2+濃度が上昇していること、(2) 人為的な Ca2+流入誘導で仮足形成が誘起できること、といっ
た in vivo観察から示した。 
 さらに申請者は、生体膜で囲まれたアメーバ運動再構成系構築の前段階として、油中の微小















ような変換には、細胞質抽出液がゾル状態にある Ca2+濃度が必須であることを in vitro実験で明
らかにし、加えて、in vivoでの A. proteus細胞の局所的な Ca2+濃度上昇誘起実験から、Ca2+濃度
上昇が仮足形成の位置決めに関わることを明らかにした。このように、申請者は、自身の開発









      
 
